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(57)【要約】
【課題】本発明は、広視野角を有する液晶表示装置の画
素開口率を向上させるとともに、エネルギー消費を減ら
すことが可能な、液晶表示装置及びその表示制御方法を
提供する。
【解決手段】液晶表示装置の各画素ユニットは、それぞ
れ複数個の表示エリアと、複数個の制御スイッチとから
なる。制御スイッチは、表示エリアが対応するデータ電
圧を受取る際の制御のために用いられる。更に、複数個
の制御スイッチは、第一制御スイッチ郡と、第二制御ス
イッチ郡とからなるとともに、第一制御スイッチ郡及び
第二制御スイッチ郡は同一のデータ線と並列接続される
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数本の走査線と、複数本のデータ線と、複数個のサブ画素ユニットとからなる、液晶表
示装置であって、
各前記サブ画素ユニットは、それぞれコモン電極線と、複数個の表示エリアと、複数個の
制御スイッチとからなり、
前記制御スイッチは、前記表示エリアが対応するデータ電圧を受取る際の制御のために用
いられ、
複数個の前記制御スイッチは、第一制御スイッチ郡と、第二制御スイッチ郡とからなると
ともに、
前記データ線を通して前記複数個の表示エリアに対応する前記データ電圧が印加されるよ
うに、前記第一制御スイッチ郡と前記第二制御スイッチ郡は、同一のデータ線と並列接続
され、
更に、前記複数個の表示エリアは、第一表示エリアと、第二表示エリアと、第三表示エリ
アとからなり、
前記第一制御スイッチ郡は、第一トランジスタからなり、
前記第二制御スイッチ郡は、第二トランジスタと、第三トランジスタとからなり、
前記第一トランジスタにおいて、ゲートは一本の走査線と接続され、ソースは前記データ
線と接続され、ドレインは前記第一表示エリアと接続され、
前記第二トランジスタにおいて、ゲートは前記走査線と接続され、ソースは前記データ線
と接続され、ドレインは前記第二表示エリアと接続され、
前記第三トランジスタにおいて、ゲートは前記走査線と接続され、ソースは前記第二トラ
ンジスタのドレインと接続され、ドレインは前記第三表示エリアと接続され、
前記第一トランジスタには、更に第四トランジスタが直列接続され、
前記第三トランジスタには、更に第五トランジスタが直列接続され、
前記第四トランジスタにおいて、ソースは前記第一トランジスタのドレインと接続され、
ドレインは前記コモン電極線と接続され、ゲートは前記走査線と接続され、
前記第五トランジスタにおいて、ソースは前記第三トランジスタのドレインと接続され、
ドレインは前記コモン電極線と接続され、ゲートは前記走査線と接続されることを特徴と
する、液晶表示装置。
【請求項２】
更に、前記第一表示エリアは、前記サブ画素ユニットにおける複数個の前記表示エリアの
中で、表示面積が最大のエリアであることを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置
。
【請求項３】
複数本の走査線と、複数本のデータ線と、複数個のサブ画素ユニットとからなる、液晶表
示装置であって、
各前記サブ画素ユニットは、それぞれ複数個の表示エリアと、複数個の制御スイッチとか
らなり、
前記制御スイッチは、前記表示エリアが対応するデータ電圧を受取る際の制御のために用
いられ、
複数個の前記制御スイッチは、第一制御スイッチ郡と、第二制御スイッチ郡とからなると
ともに、
前記データ線を通して前記複数個の表示エリアに対応する前記データ電圧が印加されるよ
うに、前記第一制御スイッチ郡と前記第二制御スイッチ郡は、同一のデータ線と並列接続
されることを特徴とする、液晶表示装置。
【請求項４】
更に、前記複数個の表示エリアは、第一表示エリアと、第二表示エリアと、第三表示エリ
アとからなり、
前記第一制御スイッチ郡は、第一トランジスタからなり、



(3) JP 2016-535311 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

前記第二制御スイッチ郡は、第二トランジスタと、第三トランジスタとからなり、
前記第一トランジスタにおいて、ゲートは一本の走査線と接続され、ソースは前記データ
線と接続され、ドレインは前記第一表示エリアと接続され、
前記第二トランジスタにおいて、ゲートは前記走査線と接続され、ソースは前記データ線
と接続され、ドレインは前記第二表示エリアと接続され、
前記第三トランジスタにおいて、ゲートは前記走査線と接続され、ソースは前記第二トラ
ンジスタのドレインと接続され、ドレインは前記第三表示エリアと接続されることを特徴
とする、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
更に、前記サブ画素ユニットには、コモン電極線が設けられ、
前記第一トランジスタには、第四トランジスタが直列接続され、
更にこのうち、前記第四トランジスタにおいて、ソースは前記第一トランジスタのドレイ
ンと接続され、ドレインは前記コモン電極線と接続され、ゲートは前記走査線と接続され
ることを特徴とする、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
更に、前記サブ画素ユニットには、コモン電極線が設けられ、
前記第三トランジスタには、第五トランジスタが直列接続され、
更にこのうち、前記第五トランジスタにおいて、ソースは前記第三トランジスタのドレイ
ンと接続され、ドレインは前記コモン電極線と接続され、ゲートは前記走査線と接続され
ることを特徴とする、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
更に、前記第一表示エリアは、前記サブ画素ユニットにおける複数個の前記表示エリアの
中で、表示面積が最大のエリアであることを特徴とする、請求項４に記載の液晶表示装置
。
【請求項８】
液晶表示装置の表示制御方法であって、
前記液晶表示装置は、複数本の走査線と、複数本のデータ線と、複数個のサブ画素ユニッ
トとからなり、
各前記サブ画素ユニットは、それぞれ複数個の表示エリアと、複数個の制御スイッチとか
らなり、
前記制御スイッチは、前記表示エリアが対応するデータ電圧を受取る際の制御のために用
いられ、
更に、前記表示制御方法は、
第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ郡とからなる複数個の前記制御スイッチを設ける
とともに、前記第一制御スイッチ郡及び前記第二制御スイッチ郡を同一のデータ線と並列
接続する手順と、
前記データ線を通して前記複数個の表示エリアに対応する前記データ電圧を印加する手順
とを含むことを特徴とする、液晶表示装置の表示制御方法。
【請求項９】
更に、前記複数個の表示エリアは、第一表示エリアと、第二表示エリアと、第三表示エリ
アとからなり、
前記第一制御スイッチ郡は、第一トランジスタからなり、
前記第二制御スイッチ郡は、第二トランジスタと、第三トランジスタとからなり、
前記第一トランジスタにおいて、ゲートは一本の走査線と接続され、ソースは前記データ
線と接続され、ドレインは前記第一表示エリアと接続され、
前記第二トランジスタにおいて、ゲートは前記走査線と接続され、ソースは前記データ線
と接続され、ドレインは前記第二表示エリアと接続され、
前記第三トランジスタにおいて、ゲートは前記走査線と接続され、ソースは前記第二トラ
ンジスタのドレインと接続され、ドレインは前記第三表示エリアと接続されることを特徴
とする、請求項８に記載の表示制御方法。
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【請求項１０】
更に、前記サブ画素ユニットには、コモン電極線が設けられ、
前記第一トランジスタは、第四トランジスタと直列接続され、
更にこのうち、前記第四トランジスタにおいて、ソースは前記第一トランジスタのドレイ
ンと接続され、ドレインは前記コモン電極線と接続され、ゲートは前記走査線と接続され
ることを特徴とする、請求項９に記載の表示制御方法。
【請求項１１】
更に、前記サブ画素ユニットには、コモン電極線が設けられ、
前記第三トランジスタは、第五トランジスタと直列接続され、
更にこのうち、前記第五トランジスタにおいて、ソースは前記第三トランジスタのドレイ
ンと接続され、ドレインは前記コモン電極線と接続され、ゲートは前記走査線と接続され
ることを特徴とする、請求項９に記載の表示制御方法。
【請求項１２】
更に、前記第一表示エリアは、前記サブ画素ユニットにおける複数個の前記表示エリアの
中で、表示面積が最大のエリアであることを特徴とする、請求項９に記載の表示制御方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、表示技術に関し、特に、液晶表示装置及びその表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
液晶表示の市場は急速に成長し、応用分野も絶え間なく拡大している。特に、大型の液晶
表示装置の応用では、より広い視野角範囲が求められる。しかし、広視野角の液晶表示装
置は、表示の際に色ズレの問題を生じやすい。
【０００３】
色ズレの問題を解決するため、従来技術では主に、一つのサブ画素ユニットに複数個の表
示エリアが設けられる。例えば、サブ画素ユニット１００は、三つの表示エリア１１０・
１２０・１３０からなる（図１参照）。更に図１を参照する。三つの表示エリア１１０・
１２０・１３０と対応する三つのトランジスタ１１１・１２１・１３１は、互いに直列で
同一のデータ線Ｄと接続されることにより、データ線Ｄが提供するデータ電圧を取得する
。表示の際、予め各トランジスタにおけるチャネルの横縦比を所定の値に設定することで
、各表示エリア毎に印加される電圧を制御し、これにより液晶分子の捩れ具合を制御して
、光透過率を調整する。
【０００４】
図１の表示エリア１１０において分配される電圧が、データ線Ｄが提供するデータ電圧と
近い場合には、予めトランジスタ１１１のチャネル幅を小さくしておく必要があるものの
、ＴＦＴ調製における制限のため幅を無限に小さくすることは出来ない。よって、トラン
ジスタ１２１（或はトランジスタ１３１）のチャネル幅を大きくしておくことで、二者に
分配される電圧の差を縮める必要がある。
【０００５】
また、表示エリア１２０・１３０に分配される電圧が等しい場合、トランジスタ１１１・
１２１のインピーダンス作用のため、トランジスタ１３１の幅を小さくしておく必要があ
る。しかし、ＴＦＴ調製における制限のため幅を無限に小さくすることは出来ず、予めト
ランジスタ１２１のチャネル幅を大きくしておく必要がある。
【０００６】
上述した二つの場合において、予めトランジスタのチャネル幅を大きくすることで、不透
光のトランジスタの面積を増やして、画素の開口率を下げることが出来るものの、同時に
エネルギー消費も増加してしまう。
【０００７】
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よって、上記の問題を解決可能な、液晶表示装置及びその表示制御方法が求められる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明は、広視野角を有する液晶表示装置の画素開口率を向上させるとともに、エネルギ
ー消費を減らすことが可能な、液晶表示装置及びその表示制御方法を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上述の目的を達成するために、本発明が提供する液晶表示装置は、複数本の走査線と、複
数本のデータ線と、複数個のサブ画素ユニットとからなる。各サブ画素ユニットは、それ
ぞれコモン電極線と、複数個の表示エリアと、複数個の制御スイッチとからなる。制御ス
イッチは、表示エリアが対応するデータ電圧を受取る際の制御のために用いられる。この
うち、複数個の制御スイッチは、第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ郡とからなり、
且つ第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ郡は同一のデータ線と並列接続される。これ
により、データ線を通して複数個の表示エリアに対応するデータ電圧が印加される。また
、複数個の表示エリアは、第一表示エリアと、第二表示エリアと、第三表示エリアとから
なる。第一制御スイッチ郡は、第一トランジスタからなり、第二制御スイッチ郡は、第二
トランジスタと第三トランジスタとからなる。このうち、第一トランジスタにおいて、ゲ
ートは一本の走査線と接続され、ソースはデータ線と接続され、ドレインは第一表示エリ
アと接続される。第二トランジスタにおいて、ゲートは走査線と接続され、ソースはデー
タ線と接続され、ドレインは第二表示エリアと接続される。第三トランジスタにおいて、
ゲートは走査線と接続され、ソースは第二トランジスタのドレインと接続され、ドレイン
は第三表示エリアと接続される。第一トランジスタには、更に第四トランジスタが直列接
続され、第三トランジスタには、更に第五トランジスタが直列接続される。第四トランジ
スタにおいて、ソースは第一トランジスタのドレインと接続され、ドレインはコモン電極
線と接続され、ゲートは走査線と接続される。第五トランジスタにおいて、ソースは第三
トランジスタのドレインと接続され、ドレインはコモン電極線と接続され、ゲートは走査
線と接続される。
【００１０】
このうち、第一表示エリアは、サブ画素ユニットにおける複数個の表示エリアの中で、表
示面積が最大のエリアである。
【００１１】
また、上述の目的を達成するために、本発明が提供するもう一つの液晶表示装置は、複数
本の走査線と、複数本のデータ線と、複数個のサブ画素ユニットとからなる。各サブ画素
ユニットは、それぞれ複数個の表示エリアと、複数個の制御スイッチとからなる。制御ス
イッチは、表示エリアが対応するデータ電圧を受取る際の制御のために用いられる。この
うち、複数個の制御スイッチは、第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ郡とからなり、
且つ第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ郡は同一のデータ線と並列接続される。これ
により、データ線を通して複数個の表示エリアに対応するデータ電圧が印加される。
【００１２】
このうち、複数個の表示エリアは、第一表示エリアと、第二表示エリアと、第三表示エリ
アとからなる。第一制御スイッチ郡は、第一トランジスタからなり、第二制御スイッチ郡
は、第二トランジスタと第三トランジスタとからなる。更にこのうち、第一トランジスタ
において、ゲートは一本の走査線と接続され、ソースはデータ線と接続され、ドレインは
第一表示エリアと接続される。第二トランジスタにおいて、ゲートは走査線と接続され、
ソースはデータ線と接続され、ドレインは第二表示エリアと接続される。第三トランジス
タにおいて、ゲートは走査線と接続され、ソースは第二トランジスタのドレインと接続さ
れ、ドレインは第三表示エリアと接続される。
【００１３】
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このうち、サブ画素ユニットには、更にコモン電極線が設けられる。第一トランジスタに
は、更に第四トランジスタが直列接続される。第四トランジスタにおいて、ソースは第一
トランジスタのドレインと接続され、ドレインはコモン電極線と接続され、ゲートは走査
線と接続される。
【００１４】
このうち、サブ画素ユニットには、更にコモン電極線が設けられる。第三トランジスタに
は、更に第五トランジスタが直列接続される。第五トランジスタにおいて、ソースは第三
トランジスタのドレインと接続され、ドレインはコモン電極線と接続され、ゲートは走査
線と接続される。
【００１５】
このうち、第一表示エリアは、サブ画素ユニットにおける複数個の表示エリアの中で、表
示面積が最大のエリアである。
【００１６】
また、上述の目的を達成するために、本発明が提供する液晶表示装置の表示制御方法にお
いて、液晶表示装置は、複数本の走査線と、複数本のデータ線と、複数個のサブ画素ユニ
ットとからなる。各サブ画素ユニットは、それぞれ複数個の表示エリアと、複数個の制御
スイッチとからなる。制御スイッチは、表示エリアが対応するデータ電圧を受取る際の制
御のために用いられる。また、表示制御方法は、第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ
郡とからなる複数個の制御スイッチを設けるとともに、第一制御スイッチ郡及び第二制御
スイッチ郡を同一のデータ線と並列接続する手順と、データ線を通して複数個の表示エリ
アに対応するデータ電圧を印加する手順とを含む。
【００１７】
このうち、複数個の表示エリアは、第一表示エリアと、第二表示エリアと、第三表示エリ
アとからなる。第一制御スイッチ郡は、第一トランジスタからなり、第二制御スイッチ郡
は、第二トランジスタと第三トランジスタとからなる。更にこのうち、第一トランジスタ
において、ゲートは一本の走査線と接続され、ソースはデータ線と接続され、ドレインは
第一表示エリアと接続される。第二トランジスタにおいて、ゲートは走査線と接続され、
ソースはデータ線と接続され、ドレインは第二表示エリアと接続される。第三トランジス
タにおいて、ゲートは走査線と接続され、ソースは第二トランジスタのドレインと接続さ
れ、ドレインは第三表示エリアと接続される。
【００１８】
このうち、サブ画素ユニットには、更にコモン電極線が設けられる。第一トランジスタは
、第四トランジスタと直列接続される。第四トランジスタにおいて、ソースは第一トラン
ジスタのドレインと接続され、ドレインはコモン電極線と接続され、ゲートは走査線と接
続される。
【００１９】
このうち、サブ画素ユニットには、更にコモン電極線が設けられる。第三トランジスタは
、第五トランジスタと直列接続される。第五トランジスタにおいて、ソースは第三トラン
ジスタのドレインと接続され、ドレインはコモン電極線と接続され、ゲートは走査線と接
続される。
【００２０】
このうち、第一表示エリアは、サブ画素ユニットにおける複数個の表示エリアの中で、表
示面積が最大のエリアとなるよう設けられる。
【発明の効果】
【００２１】
以上により、本発明は以下の有益な効果を備える。本発明の液晶表示装置において、各サ
ブ画素ユニットは複数個の表示エリアと複数個の制御スイッチとからなるとともに、複数
個の制御スイッチは第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ郡とからなり、且つ第一制御
スイッチ郡及び第二制御スイッチ郡は同一のデータ線と並列接続されることで、データ線
を通して複数個の表示エリアに対応するデータ電圧が印加される時、第一制御スイッチ郡
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と第二制御スイッチ郡の電圧の和が等しくなる。これにより、いずれか一つの制御スイッ
チ郡は従来技術と比較して、チャネル幅が格段に小さくなるように予め設けられるととも
に、総体的に複数個の制御スイッチが占める面積の和が減少する。よって、広視野角を有
する液晶表示装置の画素開口率を向上させるとともに、エネルギー消費を減らすことが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】従来技術の液晶表示装置におけるサブ画素ユニットの等価回路図である。
【図２】本発明の液晶表示装置の実施例における等価回路図である。
【図３】本発明の実施例１における一つのサブ画素ユニットの等価回路図である。
【図４】本発明の実施例２における一つのサブ画素ユニットの等価回路図である。
【図５】本発明の実施例３における一つのサブ画素ユニットの等価回路図である。
【図６】本発明の実施例４における一つのサブ画素ユニットの等価回路図である。
【図７】本発明の液晶表示装置の表示制御方法の実施例を示したフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
以下では、図２～７と実施例を参照しつつ、本発明について詳しく説明する。
【００２４】
（実施例１）
図２を参照する。図は、本発明の液晶表示装置の実施例を示している。本実施例の液晶表
示装置３００は、複数本の走査線ｇ１－ｇｎと、複数本のデータ線ｄ１－ｄｎとからなる
とともに、複数本の走査線ｇ１－ｇｎと複数本のデータ線ｄ１－ｄｎは、垂直に絶縁交差
し、且つ液晶表示装置３００のサブ画素ユニット３１０を囲むよう対応して周設される。
【００２５】
本発明において、更に各サブ画素ユニット３１０は、複数個の表示エリア及び対応する複
数個の制御スイッチからなるとともに、制御スイッチは薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ－ｆ
ｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）であることが望ましい。具体的には、図３に示
したサブ画素ユニット３１０の等価回路図を参照する。本実施例のサブ画素ユニット３１
０は、第一表示エリア３１１と、第二表示エリア３１２と、第三表示エリア３１３と、第
一トランジスタ３１４と、第二トランジスタ３１５と、第三トランジスタ３１６とからな
る。
【００２６】
このうち、第一トランジスタ３１４・第二トランジスタ３１５・第三トランジスタ３１６
は、二つのスイッチ郡に分割される。本実施例において、第一制御スイッチ郡Ｔ１は第一
トランジスタ３１４からなり、第二制御スイッチ郡Ｔ２は第二トランジスタ３１５と第三
トランジスタ３１６とからなる。当然ながら、本発明の第一制御スイッチ郡Ｔ１は、一つ
の薄膜トランジスタからなる構造に限られない。その他の実施例において、第一制御スイ
ッチ郡Ｔ１は、複数個の薄膜トランジスタからなることも可能であり、第一制御スイッチ
郡Ｔ１と第二制御スイッチ郡Ｔ２が同一のデータ線ｄ１と並列接続されれば良い。また、
本実施例における複数個の制御スイッチは、具体的には以下の通りである。
【００２７】
第一トランジスタ３１４において、ゲートＧ１は走査線ｇ１と接続され、ソースＳ１はデ
ータ線ｄ１と接続され、ドレインＤ１は第一表示エリア３１１と接続される。
【００２８】
第二トランジスタ３１５において、ゲートＧ２は走査線ｇ１と接続され、ソースＳ２はデ
ータ線ｄ１と接続され、ドレインＤ２は第二表示エリア３１２と接続される。
【００２９】
第三トランジスタ３１６において、ゲートＧ３は走査線ｇ１と接続され、ソースＳ３は第
二トランジスタ３１５のドレインＤ２と接続され、ドレインＤ３は第三表示エリア３１３
と接続される。
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【００３０】
図１に示した従来技術のサブ画素ユニット１００と比較して、本実施例は、チャネル幅が
最大であるために面積も最大であるトランジスタ１２１とトランジスタ１１１及びトラン
ジスタ１３１が並列接続されると見なすことが出来る。即ち、本実施例の第一表示エリア
３１１と第一トランジスタ３１４は、図１に示した表示エリア１２０とトランジスタ１２
１に相当し、本実施例の第二表示エリア３１２と第二トランジスタ３１５は、図１に示し
た表示エリア１１０とトランジスタ１１１に相当し、本実施例の第三表示エリア３１３と
第三トランジスタ３１６は、図１に示した表示エリア１３０とトランジスタ１３１に相当
する。これにより本実施例は、第一トランジスタ３１４及び第一表示エリア３１１に対し
て単独で給電制御を行うことが出来る。
【００３１】
データ線ｄ１が第一表示エリア３１１・第二表示エリア３１２・第三表示エリア３１３に
対して、図１と同等のデータ電圧を印加した時、予め第二トランジスタ３１５のチャネル
幅は図１に示したトランジスタ１３１の幅に比べて大きく設けられているものの、並列接
続のため第一トランジスタ３１４に分配される電圧と第二トランジスタ３１５及び第三ト
ランジスタ３１６に分配される電圧の和が等しくなり、これにより、第一トランジスタ３
１４のチャネル幅は図１に示したトランジスタ１２１の幅よりも格段に小さくなるよう予
め設けられる。以上を総じて言えば、第一トランジスタ３１４・第二トランジスタ３１５
・第三トランジスタ３１６が占める面積は図１に示した三つのトランジスタ１１１・１２
１・１３１が占める面積よりも大幅に小さくなる。これにより、各サブ画素ユニットの透
光面積を増加させて、画素開口率を向上させ、且つエネルギー消費を下げることが出来る
。加えて、本実施例において、第一表示エリア３１１の表示面積は、第二表示エリア３１
２と第三表示エリア３１３の中のいずれか一つの表示面積よりも大きいことが望ましく、
これにより更にエネルギー消費を下げることが出来る。
【００３２】
（実施例２）
図４を参照する。図４は、本発明の実施例２におけるサブ画素ユニットの等価回路図であ
る。本実施例のサブ画素ユニット５１０には、更にコモン電極線ｃ１が設けられるととも
に、図３に示した実施例を基礎とした上で、更に第四トランジスタ５１７が設けられる。
【００３３】
このうち、第四トランジスタ５１７において、ソースＳ４は第三トランジスタ５１６（図
３に示した第三トランジスタ３１６に相当）のドレインＤ３と接続され、ドレインＤ４は
コモン電極線ｃ１と接続され、ゲートＧ４は走査線ｇ１と接続される。
【００３４】
第二表示エリア５１２と第三表示エリア５１３に分配して電圧が印加された時、第四トラ
ンジスタ５１７は主に分圧のために用いられるとともに、データ線ｄ１が第二トランジス
タ５１５と第三トランジスタ５１６に対する給電を停止した時にコモン電極線ｃ１の電圧
逆流を防止する。これにより、表示画面に明滅現象が生じることを防ぐ。
【００３５】
（実施例３）
また当然ながら、本発明の実施例３において、図３に示した実施例を基礎とした上で、第
一トランジスタ６１４（図３に示した第一トランジスタ３１４に相当）には、第四トラン
ジスタ６１７が直列接続されることも可能である（図５に示したサブ画素ユニット６１０
を参照）。また、サブ画素ユニット６１０には、更にコモン電極線ｃ１が設けられる。
【００３６】
このうち、第四トランジスタ６１７において、ソースＳ４は第一トランジスタ６１４のド
レインＤ１と接続され、ドレインＤ４はコモン電極線ｃ１と接続され、ゲートＧ４は走査
線ｇ１と接続される。本実施例において、第四トランジスタ６１７は主に、分圧と逆流防
止のために用いられる。
【００３７】



(9) JP 2016-535311 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

（実施例４）
本発明の実施例４において、図３に示した実施例を基礎とした上で、第一トランジスタ７
１４（図３に示した第一トランジスタ３１４に相当）には、第四トランジスタ７１７が直
列接続されるとともに、第三トランジスタ７１６（図３に示した第三トランジスタ３１６
に相当）には、第五トランジスタ７１８が直列接続されることも可能である（図６に示し
たサブ画素ユニット７１０を参照）。また、サブ画素ユニット７１０には、更にコモン電
極線ｃ１が設けられる。
【００３８】
このうち、第四トランジスタ７１７において、ソースＳ４は第一トランジスタ７１４のド
レインＤ１と接続され、ドレインＤ４はコモン電極線ｃ１と接続され、ゲートＧ４は走査
線ｇ１と接続される。また、第五トランジスタ７１８において、ソースＳ５は第三トラン
ジスタ７１６のドレインＤ３と接続され、ドレインＤ５はコモン電極線ｃ１と接続され、
ゲートＧ５は走査線ｇ１と接続される。本実施例において、第四トランジスタ７１７と第
五トランジスタ７１８は主に、分圧と逆流防止のために用いられる。
【００３９】
（実施例５）
このほか、本発明が提供する液晶表示装置の表示制御方法について、図７を参照する。本
実施例の表示制御方法は、主に以下の手順を含む。
【００４０】
手順Ｓ８１０：第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ郡とからなる複数個の制御スイッ
チを設けるとともに、第一制御スイッチ郡及び第二制御スイッチ郡を同一のデータ線と並
列接続する。
【００４１】
手順Ｓ８２０：データ線を通して複数個の表示エリアに対応するデータ電圧を印加する。
【００４２】
本実施例の表示制御方法は、上述した実施例の液晶表示装置３００に基づくとともに、上
述した実施例のサブ画素ユニット５１０・６１０・７１０の中のいずれか一種を有し、且
つ同等の有益な効果を備える。よって、具体的には上述を参照するものとし、ここで重複
して述べることはしない。
【００４３】
上述を総じて言えば、本発明の液晶表示装置において、各サブ画素ユニットは複数個の表
示エリアと複数個の制御スイッチとからなるとともに、複数個の制御スイッチは第一制御
スイッチ郡と第二制御スイッチ郡とからなり、且つ第一制御スイッチ郡及び第二制御スイ
ッチ郡は同一のデータ線と並列接続されることで、データ線を通して複数個の表示エリア
に対応するデータ電圧が印加される時、第一制御スイッチ郡と第二制御スイッチ郡の電圧
の和が等しくなる。これにより、いずれか一つの制御スイッチ郡は従来技術と比較して、
チャネル幅が格段に小さくなるように予め設けられるとともに、総体的に複数個の制御ス
イッチが占める面積の和が減少する。以上により、広視野角を有する液晶表示装置の画素
開口率を向上させるとともに、エネルギー消費を減らすことが可能となる。
【００４４】
以上は、本発明の実施例について述べたに過ぎず、これにより本発明の請求範囲を限定す
るものではない。本発明の明細書及び図の内容を利用してなされた同等の効果を持つ構造
やフローについての変更、或は、他の関連技術における直接的・間接的な運用は、いずれ
も本発明の特許保護の範囲内に含まれる。
【符号の説明】
【００４５】
（従來技術）
１００ サブ画素ユニット
１１０ 表示エリア
１２０ 表示エリア
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１３０ 表示エリア
１１１ トランジスタ
１２１ トランジスタ
１３１ トランジスタ
Ｄ     データ線
 
（本発明）
３００ 液晶表示装置
３１０ サブ画素ユニット
３１１ 第一表示エリア
３１２ 第二表示エリア
３１３ 第三表示エリア
３１４ 第一トランジスタ
３１５ 第二トランジスタ
３１６ 第三トランジスタ
５１０ サブ画素ユニット
５１２ 第二表示エリア
５１３ 第三表示エリア
５１５ 第二トランジスタ
５１６ 第三トランジスタ
５１７ 第四トランジスタ
６１０ サブ画素ユニット
６１４ 第一トランジスタ
６１７ 第四トランジスタ
７１０ サブ画素ユニット
７１４ 第一トランジスタ
７１６ 第三トランジスタ
７１７ 第四トランジスタ
７１８ 第五トランジスタ
ｃ１   コモン電極線
Ｄ１   ドレイン
Ｄ２   ドレイン
Ｄ３   ドレイン
Ｄ４   ドレイン
Ｄ５   ドレイン
ｄ１   データ線
ｄｎ   データ線
Ｇ１   ゲート
Ｇ２   ゲート
Ｇ３   ゲート
Ｇ４   ゲート
Ｇ５   ゲート
ｇ１   走査線
ｇｎ   走査線
Ｓ１   ソース
Ｓ２   ソース
Ｓ３   ソース
Ｓ４   ソース
Ｓ５   ソース
Ｓ８１０      手順
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Ｓ８２０      手順
Ｔ１   第一制御スイッチ郡
Ｔ２   第二制御スイッチ郡

【図１】

【図２】

【図３】



(12) JP 2016-535311 A 2016.11.10

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】



(13) JP 2016-535311 A 2016.11.10

10

20

30

40

【国際調査報告】



(14) JP 2016-535311 A 2016.11.10

10

20

30

40



(15) JP 2016-535311 A 2016.11.10

10

20

30

40



(16) JP 2016-535311 A 2016.11.10

10

20

30

40



(17) JP 2016-535311 A 2016.11.10

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ    9/30     ３３８　        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ    9/302    　　　　        　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

Ｆターム(参考) 2H192 AA24  BC24  CB13  CB22  CC22  GD61 
　　　　 　　  5C006 AA16  AA21  BB16  FA47  FA55 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  CC03  DD01  DD26  EE29  EE30  FF11  FF12  JJ03 
　　　　 　　        JJ06  JJ07 
　　　　 　　  5C094 AA07  AA22  BA03  BA43  CA19  DB04  FA04 



专利名称(译) 液晶显示装置及其显示控制方法

公开(公告)号 JP2016535311A 公开(公告)日 2016-11-10

申请号 JP2016539384 申请日 2013-10-23

[标]申请(专利权)人(译) 深圳市华星光电技术有限公司

申请(专利权)人(译) 深▲せん▼市华星光电技术有限公司

[标]发明人 陳政鴻
廖作敏

发明人 陳政鴻
廖作敏

IPC分类号 G02F1/1368 G09G3/20 G09G3/36 G09F9/30 G09F9/302

CPC分类号 G02F1/13624 G02F2001/134345 G02F2201/40 G02F1/1362 G09G3/3607 G09G3/3696 G09G2300
/0447

FI分类号 G02F1/1368 G09G3/20.611.A G09G3/20.624.B G09G3/20.641.C G09G3/36 G09F9/30.338 G09F9/302

F-TERM分类号 2H192/AA24 2H192/BC24 2H192/CB13 2H192/CB22 2H192/CC22 2H192/GD61 5C006/AA16 5C006
/AA21 5C006/BB16 5C006/FA47 5C006/FA55 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD01 
5C080/DD26 5C080/EE29 5C080/EE30 5C080/FF11 5C080/FF12 5C080/JJ03 5C080/JJ06 5C080
/JJ07 5C094/AA07 5C094/AA22 5C094/BA03 5C094/BA43 5C094/CA19 5C094/DB04 5C094/FA04

代理人(译) 铃木 征四郎

优先权 201310443306.X 2013-09-25 CN

其他公开文献 JP6201055B2

外部链接 Espacenet
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本发明提供一种液晶显示装置及其显示控制方法，能够提高像素开口
率，并且能够降低具有宽视角的液晶显示装置的能量消耗。液晶显示装
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